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2023 年 12 月 18 日 

株式会社マイナビ 

 

マイナビアスリートキャリアと UNIVAS、 

「運動部学生の就職に関する意識調査」を発表 
運動部の約 7割が就職活動で有利だと思うと回答。 

一方、「部活動で得たスキル」と「社会に出て必要と感じる能力・資質」の乖離が課題。 

株式会社マイナビ（本社：東京都千代田区、代表取締役 社長執行役員：土屋芳明）が運営するアスリー

ト向けキャリア支援サービス『マイナビアスリートキャリア』（https://athlete-career.mynavi.jp/）は、一

般社団法人大学スポーツ協会（所在地：東京都千代田区、会長：福原紀彦、以下 UNIVAS）と共同で、

運動部学生の就職に対する意識や、現在の活動状況について調査した「運動部学生の就職に関する意識

調査」の結果を発表しました。 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【調査概要】 

就職活動を経験した運動部学生の 72.1％が「運動部が就職活動で有利だと思う」と回答した。実際に

有利だと思うことについて聞くと、「OB・OG に相談が出来る（51.4％）」が最も多かった。また「部

活内で情報共有ができる（46.7％）」、「監督やコーチからの紹介がある（31.3％）」なども上位に入り、

部活動内で得たつながりを活かせることが有利だと考えているようだ。【図 1、2】 

運動部が就職活動に不利だと思うことは「シーズンと就職活動が被る（45.3%）」が最多となった。「部

活動以外に活動をしていない（37.6%）」「説明会やイベントに参加できなかった（23.9%）」が続き、い

ずれも運動部学生ならではの回答で、就職活動に使える時間が不足していることを不利だと感じてい

るようだ。【図 3】 

 

就活に関する情報収集先では「学校のキャリアセンター（46.7％）」が最多となり、次いで「一般的な

就職情報サイト（36.0％）」「一般的な就職イベント（24.6％）」となった。「指導者（監督・コーチ）へ

の人的ネットワーク（19.8%）」「体育会系ナビなど、運動部学生向けの特設サイト（17.4%）」など、運

動部学生ならではの情報収集も実施している。【図 4】 

 

部活動を通して得たスキルは「礼儀・挨拶（82.5%）」が最多となり、「コミュニケーション能力（70.2%）」

「上下関係の理解（66.5%）」が続いた。競技レベルの向上を目指す中で、規律ある行動を求められな

がら、様々な人とコミュニケーションをとる必要がある運動部ならではの結果となった。一方、就職

活動を通して必要と感じた要素では「主体性」「実行力」「課題発見力」が上位に並び、身に付けた強

みと実際に必要と感じる要素で乖離があることがわかった。【図 5、6】 

 

《TOPICS》 

◆ 運動部学生の 7 割が就活に有利と回答。有利だと思うことは「OB・OG に相談できる（51.4%）」

が最多。部活動で得た人間関係にメリットを感じている。【図 1、2】 

◆ 運動部が就職活動に不利だと思う点は「シーズンと就職活動が被る（45.3％）」が最も多く、時間

的な制約が課題となった。【図 3、4】 

◆ 部活動を通して得たスキルは「礼儀・挨拶」が 82.5％で最多。一方、就活を通して必要と感じる

能力・資質は「主体性」「計画力」「課題発見力」が上位に並んだ。【図 5、6】  

◆ デュアルキャリアを「知っている」学生は前年より 8.0pt 増えて 47.0%で、認知度の向上が進んで

いる【図 7】 
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デュアルキャリア（仕事と競技の両立）について、「知らない」と回答した学生は 53.1%だった。

デュアルキャリアを「知っている」学生は前年より 8.0pt 増えて 47.0%となり、デュアルキャリア

の認知度は向上している。【図 7】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【図 1】＜就職活動経験者＋予定者＞ 

運動部学生は就職活動に有利だと思うか（単一回答） 

【図 2】＜全体＞ 

運動部学生は就職活動に有利だと思う点はありますか ※上位抜粋 ※複数回答 
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【図 4】＜就職活動経験者＋予定者＞ 

就職に関する情報を集める際に、どのようなものを利用しますか ※上位抜粋 ※複数回答 

【図 5】＜全体＞ 

運動部の活動を通じて身についた強み ※複数回答 

【図 3】＜全体＞ 

運動部学生が就職活動に不利だと思う点 ※上位抜粋 ※複数回答 



 

 4 / 5 
 

Press Release 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【『マイナビアスリートキャリア』概要】 

URL：https://athlete-career.mynavi.jp/ 

概要：『マイナビアスリートキャリア』はアスリート向けのキャリア支援サービスで、2018 年 12 月に

スタート。プロ・アマ・学生問わず全てのアスリートのキャリア形成支援を目的とした講座を企画・

運営し、スポーツとビジネスどちらでも活躍が出来るように、競技力および社会人基礎力の向上をサ

ポートしています。また就労支援としてアスリートと企業をマッチングする職業紹介サービスも提供

しています。 さらに、大学スポーツ協会（UNIVAS）とトップパートナー契約を締結し、運動部学生

のキャリア形成をサポート。社会から求められる「卓越性を有する人材」の育成事業や就職活動支援

を行っています。 

 

 

【図 7】＜全体＞ 

卒業後の進路としてデュアルキャリアを検討したことはあるか ※単一回答 

【図 6】＜就職活動経験者＞ 

就活を経験して感じた今後社会に出ていくにあたり、必要と感じた資質・能力  

※上位抜粋 ※複数回答 

https://athlete-career.mynavi.jp/
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【大学スポーツ協会『UNIVAS』概要】 

URL：https://www.univas.jp/ 

概要：一般社団法人大学スポーツ協会（略称 UNIVAS）は、文武両道の奨励の他、大学スポーツ界全

体の統括と振興を目的に 2019 年 3 月に発足。学修環境の充実、安全・安心して競技に取り組める環境

整備と共に、大学スポーツ全体の価値向上にむけて活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査結果の詳細は会社 HP のニュースリリース（https://www.mynavi.jp/news/）からご確認いただけます。 

【調査概要】『運動部学生の就職に関する意識調査』 

調査期間：2023 年 9 月 25 日～2023 年 10 月 24 日 

調査対象：2023 年 9 月時点で UNIVAS 加盟大学および加盟競技団体の運動部学生（学年問わず） 

調査方法：WEB 入力フォームによる回収 

有効回答数：2,499 名 

（内訳：大学 1 年 790 名、大学 2 年 731 名、大学 3 年 577 名、大学 4 年 387 名、修士・博士課程 8 名、

短大 6 名） 

※グラフの内訳は端数四捨五入の関係で合計数値と合わない場合があります 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社マイナビ 

アスリートキャリア事業部 

Email：athlete-career@mynavi.jp 

【当社に関するお問い合わせ先】 

株式会社マイナビ 

社長室 広報部 

Email：koho@mynavi.jp 

https://www.univas.jp/
https://www.mynavi.jp/news/
file://///cpfs10/mynavi/社長室/社長室広報部/構想/01_リリース原稿/2022年/3月/220318_UNIVAS_運動部学生調査/athlete-career@mynavi.jp
mailto:koho@mynavi.jp

